
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定保持枠用の外枠と、この外枠の前側に片持ち形態で開閉可能に組付けられた開閉搭
載枠用の前枠と、前枠の前側に片持ち形態で開閉可能に組付けられたガラス扉と、前枠裏
側の収容保持枠内に着脱可能に収容セット保持される遊技盤と、前枠の裏側に片持ち形態
で開閉可能に組付けられた裏機構セット盤とを備えたパチンコ遊技機に適用される開放保
持機構において、
　前記外枠と前記前枠との間に亘り、外枠に対して前枠を所要開放位置に固定化保持する
ための回動変移可能な開放保持部材を掛装し、この開放保持部材の一端に形成した回動支
点部を、外枠又は前枠の一方に回動可能に支持する一方、開放保持部材の他端に形成した
係合固定部を、外枠又は前枠の他方に形成した係合保持部に着脱可能に係合するように構
成されている第一の開放保持機構と、
　外枠に対して前枠が開放保持された状態で、前枠に対して裏機構セット盤を所要開放位
置に固定化保持するように構成されている第二の開放保持機構とからな

る
ことを特徴とするパチンコ遊技機の開放保持機構。
【請求項２】
　固定保持枠用の外枠と、この外枠の前側に片持ち形態で開閉可能に組付けられた開閉搭
載枠用の前枠と、前枠の前側に片持ち形態で開閉可能に組付けられたガラス扉と、前枠裏
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り、
　前記第二の開放保持機構は、外枠に設けられるとともに、前記裏機構セット盤の賞球タ
ンク部材と係合して、前枠に対して前記裏機構セット盤を所要開放位置に固定化保持す



側の収容保持枠内に着脱可能に収容セット保持される遊技盤と、前枠の裏側に片持ち形態
で開閉可能に組付けられた裏機構セット盤とを備えたパチンコ遊技機に適用される開放保
持機構において、
　前記外枠と前記前枠との間に亘り、外枠に対して前枠を所要開放位置に固定化保持する
ための回動変移可能な開放保持部材を掛装し、前記開放保持部材は、前枠に対して裏機構
セット盤を所要開放位置に固定化保持するためのストッパ部材を、前記ストッパ部材が

前記開放支持部材に沿って移動
ように備えており、この開放保持部材の一端に形成した回動

支点部を、外枠又は前枠の一方に回動可能に支持する一方、開放保持部材の他端に形成し
た係合固定部を、外枠又は前枠の他方に形成した係合保持部に着脱可能に係合するように
構成されていることを特徴とするパチンコ遊技機の開放保持機構。
【請求項３】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、外枠に対して前枠を所要の開放位置に固定可能であり、かつ、前枠に対して裏
機構セット盤を所要の開放位置に固定可能である、パチンコ遊技機に適用される開放保持
機構に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般的なパチンコ機をはじめ、アレンジボール機、雀球遊技機等の球使用遊技機（以下、
本明細書では「パチンコ遊技機」という）では、縦長方形の外枠の開口前側に、遊技盤や
裏機構セット盤を含む各種遊技用構成部材が搭載された前枠が、着脱及び開閉可能に組付
られて１台単位とされる。そして、実施にあたっては、遊技店内等における設置枠台にお
いて、外枠が所定の起立傾き角度で固定保持された後に、前枠全体が組付セットされて遊
技に供される。このため、外枠は、専ら前枠全体を安定に組付け保持する外郭保持枠とし
て、大きな荷重等に充分耐え得る強度で枠組み構成される。
【０００３】
また、前枠に関しても、遊技盤や裏機構セット盤を含む各種遊技用構成部材を搭載するこ
とを考慮して、その総荷重に対する耐久強度で構成されている。そして、この前枠全体は
、両枠の一側縁の上下部にそれぞれ配置された開閉連結支持手段により連結支持され、ま
た反対側に設置された施錠手段により閉鎖位置に施錠保持される前提にあって、遊技盤の
新旧交換セットや裏側の構成部材の点検・修理等に際してその都度開放される。また、前
枠の裏面に横開き可能に組付けられている裏機構セット盤も同様に、裏側の構成部材の点
検・修理等に際してその都度開放される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
前述したパチンコ遊技機において、前枠全体は、開閉連結支持手段により外枠に片持ち状
態で連結支持されているため、前述の交換・点検時に開放された場合、その位置が不安定
で変動しやすい。特に、遊技に供されている状態では、パチンコ遊技機全体が所要の傾き
で設置されていることもあって、開放された前枠側に単に触れた程度でも、前枠は、閉鎖
側あるいは隣接機側へ容易に変動してしまう。また、実施状態のパチンコ遊技機相互につ
いては、球貸機を介在しただけの小間隔で配列されているため、前枠の開放範囲は、隣接
するパチンコ遊技機と干渉しない条件（一般的には外枠に直交するほぼ９０～１００度位
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前
記裏機構セット盤を保持できる保持位置と、前記裏機構セット盤を保持し得ない非保持位
置との間で、 させることができ、かつ、前記ストッパ部材
を前記保持位置に固定できる

前記第一の開放保持機構の前記係合保持部は、前記外枠又は前記前枠の２箇所の位置に
形成され、
　前記外枠と前記前枠とのなす角を、前記２箇所の位置の各々に応じた角度にして、前記
前枠を前記外枠に対して開放保持可能にした請求項１記載のパチンコ遊技機の開放保持機
構。



まで）が望ましいとされている。しかし現実には、前枠全体が、微小な外力や振動を受け
た場合に、隣接機側へ開放変動して、遊技者の特に右手側と干渉することがあった。
【０００５】
同様に、裏機構セット盤に関しても、開閉連結支持手段により前枠に片持ち状態で連結支
持されているため、裏機構セット盤の位置は非常に不安定で変動し易いところ、これまで
は、裏機構セット盤の開放位置を保持するために、操作者は、自身の手や他の人の手を借
りて、裏機構セット盤を押さえるか、或いは、静止位置ぴったりに裏機構セット盤を配置
する必要があり、手で押さえた場合には、操作の効率性を著しく欠くと共に、裏機構セッ
ト盤の重量もかなりあるのでその負担が大きく、また、静止位置にぴったり配置する場合
には、僅かな振動や触れた程度でも容易に変動してしまうという問題があった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明は、前枠と裏機構セット盤の両方を所要の開放位置に拘束保持可能な
開放保持機構を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために提供される本発明（１）は、固定保持枠用の外枠と、この外
枠の前側に片持ち形態で開閉可能に組付けられた開閉搭載枠用の前枠と、前枠の前側に片
持ち形態で開閉可能に組付けられたガラス扉と、前枠裏側の収容保持枠内に着脱可能に収
容セット保持される遊技盤と、前枠の裏側に片持ち形態で開閉可能に組付けられた裏機構
セット盤とを備えたパチンコ遊技機に適用される開放保持機構において、前記外枠と前記
前枠との間に亘り、外枠に対して前枠を所要開放位置に固定化保持するための回動変移可
能な開放保持部材を掛装し、この開放保持部材の一端に形成した回動支点部を、外枠又は
前枠の一方に回動可能に支持する一方、開放保持部材の他端に形成した係合固定部を、外
枠又は前枠の他方に形成した係合保持部に着脱可能に係合するように構成されている第一
の開放保持機構と、外枠に対して前枠が開放保持された状態で、前枠に対して裏機構セッ
ト盤を所要開放位置に固定化保持するように構成されている第二の開放保持機構とからな

ることを特徴とする
【０００８】
　また、本発明（２）は、固定保持枠用の外枠と、この外枠の前側に片持ち形態で開閉可
能に組付けられた開閉搭載枠用の前枠と、前枠の前側に片持ち形態で開閉可能に組付けら
れたガラス扉と、前枠裏側の収容保持枠内に着脱可能に収容セット保持される遊技盤と、
前枠の裏側に片持ち形態で開閉可能に組付けられた裏機構セット盤とを備えたパチンコ遊
技機に適用される開放保持機構において、前記外枠と前記前枠との間に亘り、外枠に対し
て前枠を所要開放位置に固定化保持するための回動変移可能な開放保持部材を掛装し、前
記開放保持部材は、前枠に対して裏機構セット盤を所要開放位置に固定化保持するための
ストッパ部材を、前記ストッパ部材が

前記開放支持部材に沿って移動
ように備えており、

この開放保持部材の一端に形成した回動支点部を、外枠又は前枠の一方に回動可能に支持
する一方、開放保持部材の他端に形成した係合固定部を、外枠又は前枠の他方に形成した
係合保持部に着脱可能に係合するように構成されていることを特徴とする。
　さらに、上述した本発明（１）において、

【０００９】
【実施例】
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り、前記第二の開放保持機構は、外枠に設けられるとともに、前記裏機構セット盤の賞球
タンク部材と係合して、前枠に対して前記裏機構セット盤を所要開放位置に固定化保持す

前記裏機構セット盤を保持できる保持位置と、前記
裏機構セット盤を保持し得ない非保持位置との間で、 させ
ることができ、かつ、前記ストッパ部材を前記保持位置に固定できる

前記第一の開放保持機構の前記係合保持部は
、前記外枠又は前記前枠の２箇所の位置に形成され、前記外枠と前記前枠とのなす角を、
前記２箇所の位置の各々に応じた角度にして、前記前枠を前記外枠に対して開放保持可能
にした。



次に本発明に係るパチンコ遊技機の開放保持機構の好適な実施形態を図面を参照しながら
説明する。なお、本実施形態では、遊技盤の遊技領域内でセーフ球とアウト球の区分発生
を含むパチンコゲームを展開しうる一般的なパチンコ機を主たる例とし、同機裏側に遊技
済み球（セーフ球及びアウト球）の排出処理経路や球貯留供給装置そして各種の制御基板
等を備えた裏機構が装備された実施形態を示す。また、本明細書において、「正面」、「
裏面」、「左」及び「右」という場合、すべて正面前方を基準とする。
【００１０】
まずパチンコ機全体の基本的構成を図１～図４を参照して説明すると、機枠又は外郭機体
として所定の縦長方形枠サイズに構成されて設置枠台（遊技島ともいう）に固定保持され
る外枠Ａの前側開口面域に、これに合わせた縦長方形枠サイズに構成された開閉搭載枠用
の前枠Ｂが、互いの正面左側上下部に配設された開閉連結支持手段（蝶番又はヒンジ部と
もいう）Ｇ－１（１００、１０１）及び正面右側内部に配設された施錠装置Ｆを利用して
、開閉（片持ち左右横開き）及び着脱が可能に組付けられて閉鎖状態に保持される。そし
て、この前枠Ｂの各部に必要な遊技構成部材として、前枠Ｂの前側面域に合わせた方形枠
サイズのガラス扉（ガラス窓ともいう）Ｄが、開閉連結支持手段Ｇ－２及び施錠装置（図
示せず）を利用して開閉（片持ち左右開き）及び着脱が可能に組付けられて閉鎖状態に保
持される一方、下球皿１４及び打球発射装置１５が夫々装備されている。また、上球皿４
２も、開閉連結支持手段及び施錠装置（共に図示せず）を利用して、開閉（片持ち左右開
き）及び着脱が可能に組付けられて閉鎖状態に保持される。また、前枠Ｂの窓口裏側に合
わせた方形枠サイズの収容枠１２に対して前記遊技盤Ｃが着脱交換可能に収容セット保持
されて前面の遊技領域を前記ガラス扉Ｃの正面に望ませており、前枠Ｂの裏側に前記裏機
構セット盤Ｅが、開閉連結支持手段Ｇ－３（３００、３０１）及び施錠手段（掛け具１９
、止め具７０）を利用して片持ち左右横開き可能に組付けられて閉鎖状態に保持されてい
る。
【００１１】
なお、前記外枠Ａは、木材製の縦長方形枠を例示し、前記前枠Ｂと収容枠１２とは、一体
に樹脂成形された前後二重枠形態を例示する。また、前記遊技盤Ｃは、収容枠１２の収容
面域の内法に合わせた方形サイズで裏側から着脱されるタイプを例示し、盤前面のレール
３０の内側に、各種の遊技部品（入賞成立発生する大小の入賞具や図柄表示装置を含む）
と多数本の遊技釘との配置設定に基づく前記遊技領域とアウト口を構成しており、そして
収容面域の周囲に配設された施錠手段（係合レバー）１７で固定保持されるようになって
いる。
【００１２】

好適に推奨される前枠の開放保持機構Ｈ－１を、図４～図７に示す。図４のｂに示される
ように、開放保持部材４００を外枠Ａの上枠杆１下に収納するためのフック部材４０１（
金属製）が、上枠杆１下にねじで締付固定されている。開放保持部材４００は、図５に示
されるように、フック部材４０１（図４のｂ参照）に対して開閉連結支持手段Ｇ－１寄り
の、外枠Ａの上枠杆１下に固定された回動支点ねじ（回動支点部）４０２に回動可能に支
持されている。開放保持部材４００の自由端４００ａは、後述の凹状の係合保持部４０３
ａ又は４０３ｂと係合する係合固定部４００ｂを有する。係合固定部４００ｂは、ナット
部材４００ｃ、鍔部材４００ｄ及び間軸部４００ｅ（この幅は、係合保持部４０３ａや４
０３ｂの厚みより若干大きく設定される）からなり、間軸部４００ｅは、係合保持部４０
３ａや４０３ｂの凹部と係脱可能である。これにより、開放保持部材４００の自由端４０
０ａを係合保持部４０３ａ又は４０３ｂにセットした後は、係合保持部４０３ａや４０３
ｂに対しての自由端４００ａの前後の移動が制限される。開放保持部材４００の長さは、
原則的に、回動支点部と係合保持部との距離に対応し、したがって、回動支点ねじ４０２
と係合保持部４０３ａや４０３ｂがどこに設置されているかに依存する。また、開放保持
部材４００の形状は、本実施例では、自由端４００ａ近傍で「く」の字形に曲げられてい
るが、カーブ形等を含め、その形状は限定されない。更に、材質に関しても、金属製が好
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前枠Ｂの開放保持機構Ｈ－１



ましいものとして挙げられるが、十分な強度を有する限り、その他の材質でもよい。
【００１３】
係合保持部４０３ａ及び４０３ｂが形成された係合保持金具４０３は、前枠Ａに対する裏
機構セット盤Ｅの開閉に干渉しないような、枠体１１の上枠杆１１ａの裏面の適当な位置
に、ねじ等の手段により付設されている。本実施例においては、上枠杆１１ａの裏面上部
に一体形成された凹部１１ｄ内に、係合保持金具４０３が付設されている。このような構
成を採れば、非使用時に開放保持機構は邪魔にならない。
【００１４】
前枠の開放保持機構Ｈ－１において、開放した前枠Ｂを所望位置に保持する場合には、開
放保持部材４００を回動させて、間軸部４００ｅを係合保持部４０３ａ又は４０３ｂ中に
挿嵌し、係合固定部４００ｂと係合保持部４０３ａ又は４０３ｂとを係合させる。これに
より、開放保持部材４００は外枠Ａと前枠Ｂとの間に係るストッパー部材として機能し、
前枠Ｂは、所望位置（４０３ａに挿嵌させた場合は前枠に対して９０度の位置、図５の実
線参照；４０３ｂに挿嵌させた場合は前枠に対して１００度の位置、図５の想像線参照）
で拘束（ロック）され、安定に保持される（図４のｂ参照）。なお、前枠Ｂに対する拘束
の解除は、係合固定部４００ｂを係合保持部４０３ａ又は４０３ｂから嵌脱させ、開放保
持部材４００を元位置まで回動させることにより行われる。
【００１５】
回動支点部及び係合保持部の設置位置に関しては、開放保持機構Ｈ－１、前枠及び外枠の
破損防止の観点から、いずれも開閉連結支持手段Ｇ－１上やその近傍（好適には５ｃｍ以
内）に設けられていないことが好ましい。開閉連結支持手段Ｇ－１上やその近傍に設置さ
れている場合には、前枠Ｂによる押圧（時として引張力）が非常に大きいため、開放支持
部Ｇ－１やこの部品が付設された前枠・外枠の部分破壊が生じるからである。なお、本実
施例においては、回動支点部が外枠側に設けられ、係合保持部が前枠側に設けられている
が、その逆も可能である。
【００１６】
また、変更例として、裏機構セット盤Ｅを固定するための掛け具（上記例では、掛け具１
９ａ）と開放保持機構Ｈ－１の係合保持金具（上記例では、係合保持金具４０３）とを一
体化させた態様を示す。このような構成を採ることにより、部品点数が減り、製造効率が
向上する。図８に示されるように、台座１１ｂにねじで締付固定された掛け具兼係合保持
金具４０４は、閉鎖状態（前枠Ｂに対して裏機構セット盤Ｅが閉じた状態）において止め
具７０ａ′と係合可能な掛け具部４０４ａと、開放保持部材４００の自由端４００ａが係
脱可能な係合保持部４０４ｂとを有する。なお、前枠Ｂのロック状態における裏機構セッ
ト盤Ｅの開閉を担保するため、掛け具兼係合保持金具４０４は、前枠Ｂのロック状態にお
いて、開放保持部材４００が、止め具７０ａ′の回動や裏機構セット盤の開閉に干渉しな
いような位置や構造にする必要がある。このような構成を採ることにより、前枠Ｂがロッ
クされている状況下でも、前枠Ｂに対する裏機構セット盤Ｅの固定を解除でき、かつ、裏
機構セット盤Ｅの開閉が可能となる。
【００１７】
また、更なる変更例として、異なった形状の係合保持金具を図１２に示す。係合保持金具
４０５は、開放保持部材４００の間軸部４００ｅが挿通可能な開口部４０５ａと、間軸部
４００ｅがその両端（４０５ｃ、４０５ｄ）に移動可能な横長孔４０５ｂを有する。開口
部４００ｅから挿入された開放保持部材の間軸部４００ｅは、レールとして機能する横長
孔４０５ｂの内周面に沿って、第一の位置４０５ｃ及び第二の位置４０５ｄに移動可能で
ある。そして、第一の位置４０５ｃ及び第二の位置４０５ｄにおいては、開放保持部材４
００のナット部材４００ｃ又は鍔部材４００ｄが、係合保持金具４０５の横長孔４０５周
辺部と当接することにより、開放保持部材は、第一の位置４０５ｂ及び第二の位置４０５
ｃに固定される。このような構成を採ることにより、複数の掛け部としての機能を一部材
が有することになるので、部品点数が減り製造効率が向上する。
【００１８】
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更なる変更例として、開放保持部材が長手方向（左右方向）に移動可能な態様を図１０及
び図１１に示す。まず、外枠Ａの上枠杆１の底面上にネジで締付固定されているレール４
０６は、空隙４０７を長手方向に有している。開放保持部材４０８は、レール４０６の底
面長手方向に設けられた開口部４０９を介して、空隙４０７内に収納されている可動回動
支点部材４１０と結合している。なお、開放保持部材４０８の軸径は、開口部４０９より
も小さく設定されており、また、可動回動支点部材４１０の幅は、空隙４０７の幅より小
さく開口部４０９の幅より大きく設定されている。前枠の開放保持の際には、図１０に示
されるように、開放保持部材４０８を手前に引き出し、図中右端まで可動回動支点部材４
１０を移動させ、その場所を中心として、開放保持部材４０８を回動させ（図中の想像線
）、前枠Ｂに設けられた係合保持部にその自由端を係止させる。このような構成を採るこ
とにより、長い開放支持部材の収納も可能となる。なお、この態様に関しては、前枠の開
放保持機構Ｈ－１に限られず、ガラス扉の開放保持機構Ｈ－２や裏機構セット盤の開放保
持機構Ｈ－３にも適用可能である。
【００１９】

好適に推奨されるガラス扉Ｄの開放保持機構Ｈ－２も、前枠Ｂの開放保持機構Ｈ－１同様
、ガラス扉Ｄの開放状態において前枠Ｂとガラス扉Ｄとの間にストッパー部材としての開
放保持部材を介在させるという原理を採用している。以下、図１５及び図１６を参照しな
がら具体的に説明する。まず、ストッパー部材としての開放保持部材５００は、枠体１１
正面に形成された長手窪み部２０に埋設された杆状収納部材（金属製）５０２内で、回動
支点ねじ５０３により回動可能にその一端が支持されている（これについては後述する）
。開放保持部材５００の自由端５００ａは、孔状の係止口５００ｂを有しており、その孔
径は、後述の係合保持部４５（４５ａ、４５ｂ）がその中を貫通するのに十分なサイズが
設定されている。開放保持部材５００の長さは、回動支点部と係合保持部との距離に対応
し、したがって、回動支点ねじ５０３と係合保持部４５がどこに設置されているかに依存
する。また、開放保持部材５００の形状は、本実施例では、直線状であるが、カーブ形等
を含め、その形状は限定されない。更に、材質に関しても、金属製が好ましいものとして
挙げられるが、十分な強度を有する限り、その他の材質でもよい。
【００２０】
開放保持部材５００の自由端５００ａの係止口５００ｂに貫入可能な係合保持部４５ａ及
び４５ｂは、ガラス受け枠４１ａの上方位置に、ガラス扉Ｄの補強板４１と一体的に形成
されている。
【００２１】
通常時、即ちガラス扉の閉鎖状態時では、図９に示されるように、開放保持部材５００は
、杆状収納部材５０２内に収納されている。このように構成すれば、非使用時に開放保持
部材が邪魔になることはない。なお、開放の際には、杆状収納部材５０２から開放保持部
材５００を取出す必要があるところ、この操作を容易にするために、開放保持部材５００
の後ろに指を差し込めるような空間５０４が設けられている。これにより、開放保持部材
を容易に引き出すことができる。
【００２２】
このような機構Ｈ－２において、開放したガラス扉Ｄを所望位置に保持する場合には、開
放保持部材５００を回動支点ねじ５０３を回動軸として回動させて、係止口５００ｂを係
合保持部４５ａ又は４５ｂに差込む。これにより、開放保持部材５００は前枠Ｂとガラス
扉Ｄとの間に係るストッパー部材として機能し、ガラス扉Ｄは、所望位置（４５ａに差込
ませた場合は前枠に対して９０度の位置、４５ｂに差込ませた場合は前枠に対して１００
度の位置）で拘束（ロック）され、安定に保持される（図４のａ参照）。なお、ガラス扉
Ｄに対する拘束の解除は、係止口５００ｂを係合保持部４５ａ又は４５ｂから抜出し、開
放保持部材５００を元位置まで回動させることにより行われる。
【００２３】
回動支点部や係合保持部の設置場所に関しては、特に、前枠Ｂ側でのそれらの設置位置が
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、樹脂製の前枠Ｂの疲労破壊防止の観点から重要である。前枠Ｂ側に設けられたこれらの
いずれか（本実施例においては、回動支点部である回動支点ねじ５０３）の位置は、ガラ
ス扉Ｄの開閉連結支持手段（Ｇ－２）非近傍部であることが必要である。ここで、開閉連
結支持手段（Ｇ－２）非近傍部とは、好適には、開閉連結支持手段Ｇ－２から５ｃｍ以上
離れた場所を指す。他方、ガラス枠側でのこれらのいずれか（本実施例においては、係合
保持部４５ａや４５ｂ）の位置も、開閉連結支持手段Ｇ－２非近傍であることが好適であ
るが、必ずしも開閉連結支持手段Ｇ－２非近傍である必要はない。変更例として、図１５
及び図１６中に想像線として示された係合保持部４５ｃは、開閉連結支持手段Ｇ－２近傍
に設けられている。この位置でガラス扉Ｄを保持することにより、係合保持部４５ａ及び
４５ｂで係止させた場合には物理的に不可能であった、ガラス板の交換が可能となる。
【００２４】
本実施例の変更例として、回動支点部（回動支点ねじ）をガラス扉Ｄ側に設置し、係合保
持部を前枠Ｂ側に設置する態様が挙げられる。また、回動支点部や係合保持部の大きさや
形状等も、前枠Ｂやガラス扉Ｄの形状等に応じて適宜変更可能である。また、開放保持部
材５００は、バネ等を利用してロック方向側へ付勢するようにしてもよく、適度の弾性変
形可能な素材により成形してもよい。開放保持部材５００の形状等も適宜変更可能であり
、前枠Ｂやガラス扉Ｄの形状に合わせて設定すればよい。
【００２５】

裏機構セット盤Ｅの開放保持機構Ｈ－３の好適な３例を、図５、図１３、図１４及び図１
７～図１９を参照しながら説明する。まず、第一の例は、図５及び図１４に示されるよう
に、前枠Ｂと裏機構セット盤Ｅとの間に、ストッパ部材としての開放保持部材６０２を介
在させることにより、裏機構セット盤Ｅを保持するという態様である。開放保持部材６０
２は、裏機構セット盤Ｅの正面の適当な位置に設けられた回動支点部（例えばねじ等）に
より回動可能に支持されている（図示せず）。図１４（ｂ）に示されるように、開放保持
部材６０２の自由端は、孔状の係止口６０２ａを有しており、その孔径は、後述の凸部１
１ｅが係止口６０２ａに貫入するのに十分なサイズに設定されている。開放保持部材６０
２の長さは、回動支点部と係合保持部との距離に対応し、したがって、回動支点部と係合
保持部がどこに設置されているかに依存する。また、開放保持部材６０２の形状は、本実
施例では、直線状であるが、カーブ形等を含め、その形状は限定されない。更に、材質に
関しても、金属製が好ましいものとして挙げられるが、十分な強度を有していればその他
の材質でもよい。
【００２６】
凸部１１ｅは、前枠Ｂの上枠杆１１ａの裏上面に一体的に設けられた、裏機構セット盤の
掛け具１９ａが付設された台座１１ｂ上に、一体的に設けられている。
【００２７】
第一の例において、開放した裏機構セット盤Ｅを所望位置に保持する場合には、開放保持
部材６０２を回動支点部を軸として回動させて、係止口６０２ａを凸部１１ｅに貫入する
。これにより、開放保持部材６０２が裏機構セット盤Ｅと前枠Ｂとの間に係るストッパー
部材として機能し、裏機構セット盤Ｅは、所望位置（約８５度）で拘束（ロック）され、
安定に保持される（図５の想像線参照）。なお、拘束の解除は、係止口６０２ａを凸部１
１ｅから離脱させ、開放保持部材６０２を回動支点部を軸として元位置まで回動させるこ
とにより行われる。
【００２８】
回動支点部及び係合保持部の設置場所に関しては、破損防止の観点から、いずれも開閉連
結支持手段Ｇ－３やその近傍（好適には、開閉連結支持手段Ｇ－３から５ｃｍ以内）に設
けられていないことが好ましい。開閉連結支持手段Ｇ－３やその近傍に設置されている場
合には、裏機構セット盤Ｅの重さに起因して生じる力により、開放支持部Ｇ－３やこの部
品が付設された前枠Ｂ・裏機構セット盤Ｅの部分破壊が生じるからである。なお、本実施
例においては、回動支点部が裏機構セット盤Ｅ側に設けられ、係合保持部が前枠Ｂ側に設
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けられているが、その逆も可能である。
【００２９】
第二の例は、図５及び図１３に示されるように、前枠Ｂの開放保持部材４００の周面上に
ストッパ部材６００を有する態様である。ストッパ部材６００は、開放保持部材４００上
に回動及び移動可能に保持されている。また、ストッパ部材６００を貫通し開放保持部材
４００に当接可能なネジ６０１の締め付けにより、ストッパ部材６００を所望位置・角度
で固定可能である。裏機構セット盤Ｅの保持時には、ストッパ部材６００は、図１３（ｂ
）に実線として例示されるように、鉛直下向きに配される。その結果、図１３（ａ）や図
５に示されるように、ストッパ部材６００の自由端６００ａが、裏機構セット盤Ｅの正面
と当接し、裏機構セット盤Ｅが所望の位置でストッパ部材６００により係止される。また
、非保持時には、ストッパ部材６００は、図１３（ｂ）に想像線として例示されるように
、その自由端６００ａが水平方向に配される。その結果、裏機構セット盤Ｅの開閉に際し
てのストッパ部材６００（特に自由端６００ａ）の干渉を防止できると共に、外枠Ａ内へ
の開放保持部材４００の収納が容易となる。
【００３０】
次に、第三の例を図１７及び図１８に示す。レバー部材６０３は、先端がフック状のアー
ム部６０３ａと軸部６０３ｂとが一体化したものであり、ネジ６０４を軸として回動可能
に支持されている。レバー部材６０３は、例えば、外枠Ａの上枠杆１の底面右側に設けら
れた下方に延びる部材に設置されている。レバー６０３は、回動により、外枠Ａ内に収納
される位置（図示せず）と、図１７や図１８に示すような、玉タンク７２の縁がアーム部
にフックされる位置とを取り得る。そして、レバー６０３が玉タンク７２の縁と係合する
ことにより、図１７に示されるような、外枠Ａに対し裏機構セット盤Ｅが若干開いた状態
を維持することができる。
【００３１】
なお、上記態様においては、レバー部材６０３と、開放保持部材４００を外枠Ａ内に保持
するフック部材４０１とが別体であるが、図１９に示されるように、両者を一体化しても
よい。このような構成を採ることにより、部品点数を減らすことができるので製造効率が
上がる。フック兼レバー支持金具６０５は、その上部に、開放保持部材４００を外枠内に
保持するフック部６０５ａを、また、その下部に、レバー６０６をねじ６０７を軸として
回動可能に支持する突出部６０５ｂを有する。
【００３２】

遊技盤Ｃの脱着機構 J（レバー部材）を、図２０、図２１及び図２３を参照しながら説明
する。レバー部材７００は、押出し部７００ａ、遊技盤支持部７００ｂ及びハンドル部７
００ｃから構成されている。レバー部材７００は、前枠Ｂの上枠杆１１ａの裏側にネジで
付設された金属製の台座７０１に、ネジ７０２により回動可能に支持されている。遊技盤
Ｃが収容保持枠１２に保持されている状態においては、図２０に示されるように、レバー
部材７００の遊技盤支持部７００ｂが、遊技盤Ｃが収容保持枠１２から脱着しないように
、遊技盤Ｃの裏面上部を支持している。この際、レバー部材７００の押出し部７００ａは
、遊技盤Ｃの前面上端と前枠Ｂの上枠杆１１ａ裏面との間の間隙３５内に位置している。
また、遊技盤Ｃの保持解除状態においては、図２１に示されるように、レバー部材７００
のネジ７０２を軸とした反時計回りの回動に従い、遊技盤支持部７００ｂによる遊技盤Ｃ
の支持が解除されると共に、押出し部７００ａにより遊技盤前面上端が押出される。この
ような構成を採ることにより、遊技盤の脱着が容易に行えるようになる。
【００３３】
また、変更例として挙げる、遊技盤Ｃの脱着機構（レバー部材）は、図２２及び図２４に
示されるようなレバー部材７０３からなる。レバー部材７０３は、押出し部７０３ａ及び
ハンドル部７０３ｂから構成されている。レバー部材７０３は、前枠Ｂ上枠杆の裏側にネ
ジで付設された金属製の台座７０４に、ネジ７０５を軸として回動可能に支持されている
。遊技盤Ｃが収容保持枠１２に保持されている状態においては、図８に示されるように（
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実線部分）、レバー部材７０３は、台の横方向に向けられており、レバー部材７０３の押
出し部７０３ａは、遊技盤Ｃの前面上端と上枠杆１１ａの裏面上端との間の間隙３５に位
置している。また、遊技盤Ｃの保持解除状態においては、図８及び図２２に示されるよう
に、ネジ７０５を軸としてのレバー部材７０３の回動に従い、押出し部７０３ａにより遊
技盤Ｃの前面上部が押出される。このような構成を採ることにより、遊技盤の脱着が容易
に行えるようになる。
【００３４】

遊技盤Ｃの着脱機構 J（ローラ機構７０４）は、図２６に示されるように、ローラ部材７
０４ａ（好適には金属製）と軸受金具７０４ｂとからなる。ローラ部材７０４ａは、その
両端面上にそれぞれ突出する回転軸を有し、これら回転軸が、軸受金具７０４ｂの軸受上
に回転可能に保持されている。ローラ機構７０４は、図３に示されるように、収容保持枠
１２の下枠杆１２ｃの一部の壁がローラ機構分開放された所の真下２箇所に設置されてい
る。詳細には、ローラ７０４ａが、回転軸を横（左右方向）にし、かつ前記開放部分から
若干顔を出すように、軸受金具７０４ｂがねじにより前枠Ｂの裏面に締付固定されている
。なお、ローラ７０４ａは、ローラ機構７０４が取付けられた状態においても、上部から
取出し可能である。このような構成を採ることにより、遊技盤Ｃを取付ける際には、遊技
盤Ｃの底部がローラ７０４ａの回動により容易にセット口内に進入し、また、遊技盤Ｃを
取外す際にも、図２１に示されるように、遊技盤Ｃを後方に傾けつつ、遊技盤Ｃの底部が
ローラ７０４ａの回動により容易にセット口から排出される。
【００３５】
また、変更例として挙げる、遊技盤Ｃの脱着機構（ローラ機構）は、図２７及び図２８に
示されるようなローラ機構７０５である。前記の例との相違点は、軸受金具７０５ｂの軸
受にローラ７０５ａの軸を差込む向きが傾斜しており、したがって、取付け後は軸受から
ローラ７０５ａの着脱が不可能であることである。
【００３６】
【効果】
本発明に係る開放保持機構においては、第一に、前枠を開放した状態で開放保持部材を拘
束保持方向に回動操作することにより、開放保持部材が前枠と外枠との間に係るストッパ
ー部材として、前枠が所望位置（例えば全開位置）に拘束保持される。したがって、裏機
構セット盤の裏側点検、制御基板の点検・交換、遊技盤の裏側目視点検、遊技盤の着脱、
裏機構セット盤・制御基板・遊技盤の修理等が容易となる。また、本発明に係る開放保持
機構の好適な態様（外枠や前枠の上辺部に開放保持部材を掛けた態様）においては、裏機
構セット盤の開閉の干渉が問題とならない外枠や前枠の上辺部に設置されているため、回
動支点部や係合固定部の設置位置は、基本的にはどこでもよい。したがって、この好適な
態様においては、開閉連結支持手段近傍という、強度上問題があった場所に設置せざるを
得なかった従来の開放保持機構と異なり、開閉連結支持手段から離れた場所（例えば、好
適には開閉連結支持手段から５ｃｍ以上離れた場所）でも設置可能であるため、開放保持
機構やそれが設置される前枠・外枠の破損も防止することができる。
【００３７】
第二に、本発明に係る開放保持機構によれば、前枠を開放保持した状態で、裏機構セット
盤を開放保持することにより、裏機構セット盤も所望位置に拘束保持することができる。
したがって、裏機構セット盤の前側点検、遊技盤の裏側点検、遊技盤の着脱、裏機構セッ
ト盤・遊技盤の修理等も容易となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係るパチンコ遊技機全体を示す正面図である。
【図２】本発明の実施例に係るパチンコ遊技機全体を示す背面図である。
【図３】本発明の実施例における、裏機構セット盤を除去した状態の前枠の背面図である
。
【図４】本発明の実施例における、ガラス扉及び前枠の開放保持状態を示した上面図であ
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る。
【図５】本発明の実施例における、前枠の開放保持状態を示した上面図である。
【図６】本発明の実施例における、前枠の開放保持状態を示した側面図である。
【図７】本発明の実施例における、前枠の開放保持状態を示した側断面図である。
【図８】本発明の実施例における、前枠の開放保持状態を示した上面図である。
【図９】本発明の実施例における、ガラス扉の開放保持部材の収納状態を示した正面図で
ある。
【図１０】本発明の実施例における、可動開放保持部材を下から眺めた図である。
【図１１】本発明の実施例における、可動開放保持部材の側断面図である。
【図１２】本発明の実施例における、（ａ）係合保持部の正面図であり、（ｂ）係合保持
部の上面図である。
【図１３】本発明の実施例における、（ａ）裏機構セット盤の開放保持用ストッパ部材の
側面図であり、（ｂ）その正面図である。
【図１４】本発明の実施例における、（ａ）裏機構セット盤の開放保持状態を一部示す背
面図であり、（ｂ）その上面図である。
【図１５】本発明の実施例における、前枠の開放保持状態を示した上面図である。
【図１６】本発明の実施例における、ガラス扉の開放保持状態を示した側面図である。
【図１７】本発明の実施例における、裏機構セット盤の開放保持状態を示した上面図であ
る。
【図１８】本発明の実施例における、裏機構セット盤の開放保持状態を示した側断面図で
ある。
【図１９】本発明の実施例における、裏機構セット盤の開放保持状態を示した側断面図で
ある。
【図２０】本発明の実施例における、遊技盤が組み込まれた状態を示した側断面図である
。
【図２１】本発明の実施例における、遊技盤が取外されつつある状態を示した側断面図で
ある。
【図２２】本発明の実施例における、遊技盤が取外されつつある状態を示した側断面図で
ある。
【図２３】本発明の実施例における、レバー部材の分解斜視図である。
【図２４】本発明の実施例における、レバー部材の分解斜視図である。
【図２５】本発明の実施例における、ローラ機構を主として示す正面図である。
【図２６】本発明の実施例における、ローラ機構の分解斜視図である。
【図２７】本発明の実施例における、ローラ機構の側断面図である。
【図２８】本発明の実施例における、ローラ機構の拡大正面図である。
【符号の説明】
外枠　Ａ、上枠杆　１、左の側枠杆　２、右の側枠杆　３、下枠杆　４、幕板５、前枠　
Ｂ、セット口　１０、枠体　１１、上枠杆　１１ａ、台座　１１ｂ、下枠杆　１１ｃ、凹
部　１１ｄ、凸部　１１ｅ、収容保持枠　１２、左の側枠杆　１２ａ、右の側枠杆　１２
ｂ、下枠杆　１２ｃ、下の玉皿　１４、打球発射装置　１５、係合レバー　１７、軸（ね
じ）１８、掛け具　１９、長手窪み部　２０、遊技盤Ｃ、レール　３０、むき出し面　３
４、間隙　３５、ガラス扉Ｄ、補強板　４１、ガラス受け枠４１ａ、開閉支盤　４２、係
合保持部　４５ａ、４５ｂ、４５ｃ、裏機構セット盤　Ｅ、止め具　７０、玉タンク　７
２、開閉連結支持手段（前枠）　Ｇ－１、蝶番　１００、部材　１００ａ、部材　１００
ｂ、ピン部材　１００ｃ、蝶番　１０１、部材　１０１ａ、部材　１０１ｂ、ピン部材　
１０１ｃ、開閉連結支持手段（ガラス扉）　Ｇ－２、開閉連結支持手段（裏機構セット盤
）　Ｇ－３、蝶番　３００、部材　３００ａ、部材　３００ｂ、ピン　３００ｃ、蝶番　
３０１、開放保持機構（前枠）　Ｈ－１、開放保持部材　４００、自由端　４００ａ、係
合固定部　４００ｂ、ナット部材　４００ｃ、鍔部材　４００ｄ、間軸部　４００ｅ、フ
ック部材　４０１、回動支点ねじ　４０２、係合保持金具　４０３、係合保持部　４０３
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ａ、４０３ｂ、掛け具兼係合保持金具　４０４、掛け具部　４０４ａ、係合保持部　４０
４ｂ、係合保持金具　４０５、開口部　４０５ａ、横長孔　４０５ｂ、第一の位置　４０
５ｃ、第二の位置　４０５ｄ、レール　４０６、空隙　４０７、開放保持部材　４０８、
開口部　４０９、可動回動支点部材　４１０、開放保持機構（ガラス扉）　Ｈ－２、開放
保持部材　５００、自由端　５００ａ、係止口　５００ｂ、杆状収納部材　５０２、回動
支点ねじ　５０３、空間　５０４、開放保持機構（裏機構セット盤）　Ｈ－３、ストッパ
部材　６００、自由端　６００ａ、ねじ　６０１、開放保持部材　６０２、レバー部材　
６０３、アーム部　６０３ａ、軸部　６０３ｂ、ねじ　６０４、フック兼レバー支持金具
　６０５、フック部　６０５ａ、突出部６０５ｂ、レバー　６０６、ねじ　６０７、脱着
機構 J、レバー部材　７００、押出し部　７００ａ、遊技盤支持部　７００ｂ、ハンドル
部　７００ｃ、台座７０１、ねじ　７０２、レバー部材　７０３、押出し部　７０３ａ、
ハンドル部　７０３ｂ、ローラ機構　７０４、ローラ　７０４ａ、軸受金具　７０４ｂ、
ローラ機構　７０５、ローラ　７０５ａ、軸受金具　７０５ｂ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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